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① 全学副専攻「特別履修」とは？ 

既修者対応プログラムで継続学習した初修外国語をさらにスキルアップしていくための制度で、当プ

ログラム受講者は、当プログラムで履修している言語の全学副専攻 2 年次配当科目（通常は 3 回生時

に履修する科目）を、2 回生時から上限８単位以内で「特別履修」することができます。 

この既修者対応プログラム受講者のための特別措置が“全学副専攻「特別履修」”です。 

 “全学副専攻（以下、副専攻）”の科目ですが、「○○単位以上必要」というパッケージ履修ではなく、

自分の選択で 1 単位から部分履修できます。 

 

＜履修イメージ＞ 

 

② 応募期間  

＜申請方法＞ 全学副専攻「特別履修」の受講を希望する場合、Campus Web で受講申請をしてくだ

さい。 

＜WEB 申請＞  
https://cw.ritsumei.ac.jp/campusweb/SVA20D0.html?key=SUR20251014112339858913993 

※WEB 申請をすると、「受付完了メール」が学内メールに届きます。「受付完了メール」が届いていなければ、 

申請完了にはなりません。必ず確認してください。 

＜申込期間＞  

 10 月 24 日（金）12：00～11 月 14 日（金）23：59＜締切厳守＞ 

＜注意点＞ 

今回の申請をしなければ 2 回生から全学副専攻特別履修を受講することは出来ません。 

 

③ 結果発表 

11 月 19 日(水)10:00 に manaba+R の個人通知にて発表 

2 回生から全学副専攻２

年次配当科目（通常３回生

時に履修する科目）を履修

できます。要申請 

一般学生は、２回生時か

ら、全学副専攻１年次配当

科目（通常２回生時に履修

する科目）の履修から開始

します。 



 

④ 募集から履修開始までのスケジュール 

（１） Campus Web で受講申請  
 

       ↓ 
 
（２） 具体的な履修方法について確認 

※2026 年 3 月末頃に言語教育センターHP（https://www.ritsumei.ac.jp/gengo/seika-

manabi/kisyu.html/）や manaba+R で案内 
 

       ↓ 
 
（３） 受講登録 

2026 年 4 月に希望の科目を各自で受講登録 

２回生から全学副専攻「外国語コミュニケーションコース」科目（２年次配当科目）を履

修可 

※自分で科目を選択（上限８単位。８単位未満も可。）。 

※（文のみ）2026 年度から既修者科目の上級クラスを（必修科目として）履修する必要がある

場合は、既修者科目を優先し、重複しない範囲で全副専攻「特別履修」を受講してください。 
 

        ↓ 
（４） 単位認定 

「特別履修」で単位取得した科目は、卒業必要単位として認定 

※認定分野や、認定分野の上限単位数は学部によって異なるため、学部の履修要項で各自確認して 

 ください。 

※副専攻の「１６単位以上のパッケージ受講」とは異なるため、修了証は発行されません。 
 

⑤ 注意点 

（１）既修者対応プログラム受講者は、既修者プログラムで履修している言語の、全学副専攻「○○語コ

ミュニケーションコース」を「16 単位以上のパッケージ受講」として受講することはできません 

（２）９単位以上単位取得しても卒業に必要な単位として認定されるのは 8 単位までです。履修

状況を自身で確認してください。 
 

⑥ Q & A 

（Q1） 今回申請しなければ、今後全学副専攻「特別履修」を受講できないのですか？ 

今回申請しなければ次年度の全学副専攻科目の受講はできません。申請した年度の翌年度より、受

講を開始することができます。 

（来年度の申請受付時期に申請すれば、その翌年度からの受講は可能です。） 
 

（Q2） ２回生からの時間割などの関係上、申請しても履修できるかまだわかりませんが申請して

もいいのですか？ 

申請したからといって必ず受講しなければいけないということではありません。 

今回申請しておけば受講資格を得られるので、受講に興味があれば申請してください。 

（今回申請し、３回生以上になってから履修することも可能です。） 
 

（Q3） 既修者対応プログラム受講者の先輩で全学副専攻「特別履修」を受講している人は多いです

か？ 

例年、既修者対応プログラムを履修している多くの人が受講申請をし、２回生から他の必修科目な

どと重複しない範囲で継続学習に励んでいます。 
 

（Q4） 全学副専攻「特別履修」を受講する利点は何ですか？ 

既修者対応プログラム終了後も、当該語種の外国語運用能力を一層伸ばすために、継続学習ができ

ることです。 



 

（Q5） 通常の全学副専攻とどう違うのですか？ 

通常の全学副専攻「外国語コミュニケーションコース」は、選択した副専攻コースの科目から、１

６単位以上を修得した場合に限り、卒業必要単位として認定されます。全学副専攻「特別履修」の

場合は、８単位以内で何単位取得した場合でも卒業必要単位として認定されます。 

※既修者対応プログラム受講者は、通常の全学副専攻は履修できません。 

 

（Q6） 現在履修している外国語が、１つは初修（英語以外）、もう１つは既修です。初修で全学副 

  専攻を、既修で全学副専攻特別履修を両方申請することができますか。 

できません。どちらか１つを選んでください。 

 

（Q7） 既修で履修している言語以外を全学副専攻特別履修に申請することはできますか。 

できません。その場合は全学副専攻外国語コミュニケーションコースに申請をしてください。現在

大学で履修中の言語ではない語種で全学副専攻外国語コミュニケーションコースを申請する場合、

個別に応募可否の判断が必要となります。詳しくは、全学副専攻（衣笠）外国語コミュニケーショ

ンコース募集要項の p.4 をご確認ください。応募可否の相談申請期間締切が 10/28（火）17：00

のためご注意ください。 

 

 

＜問い合わせ先＞ 言語教育センター（尚学館１階） 
TEL：075-465-7878 

E-mail：gengo@st.ritsumei.ac.jp 

 
 
 
 
 


